
学
校
の
再
編
を
検
討

　
市
で
は
、
学
校
の
統
廃
合
を
繰
り

返
す
の
で
は
な
く
、
そ
の
先
に
あ
る

道
筋
を
明
確
に
す
る
た
め
、
学
校
の

統
廃
合
と
と
も
に
、
小
中
一
貫
校
や

義
務
教
育
学
校
へ
の
再
編
を
検
討
し

て
い
ま
す
。
学
校
や
児
童
・
生
徒
、

地
域
の
状
況
を
十
分
に
検
討
し
な
が

ら
、
時
間
を
か
け
て
進
め
て
い
き
ま

す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
小
規
模
化
が
進

み
、
学
習
や
行
事
、
部
活
動
な
ど
に

制
限
が
多
い
志
染
・
星
陽
・
吉
川
中

学
校
区
に
つ
い
て
は
、
喫
緊
の
課
題

と
し
て
、
早
急
に
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

○
小
中
一
貫
校
と
は

　
小
学
校
と
中
学
校
が
情
報
交
換
や
交

流
を
行
い
、
円
滑
な
接
続
を
め
ざ
し
、

小
中
一
貫
で
教
育
を
行
う
学
校
。

○
義
務
教
育
学
校
と
は

　
小
中
一
貫
校
が
よ
り
進
ん
だ
形
で
、

小
学
校
と
中
学
校
が
完
全
に
一
体
化
し

、

ひ
と
つ
の
教
職
員
集
団
が
９
年
間
に
わ

た
り
教
育
を
行
う
学
校
。

今
後
の
進
め
方

　
現
在
、
保
護
者
や
地
域
住
民
、
学

校
関
係
者
で
構
成
さ
れ
た
地
域
部
会

を
８
つ
の
中
学
校
区
で
設
置
し
、
意

見
交
換
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

保
護
者
や
地
域
住
民
の
方
を
対
象
と

し
た
説
明
会
な
ど
、
様
々
な
機
会
に
、

ご
意
見
を
お
伺
い
し
て
い
ま
す
。
そ

の
中
で
出
た
意
見
を
、
学
校
再
編
検

討
会
議
や
総
合
教
育
会
議
で
検
討
を

繰
り
返
し
な
が
ら
、
今
後
の
方
針
を

決
定
し
て
い
き
ま
す
。

　
な
お
、
地
域
部
会
で
の
意
見
や
会

議
の
議
事
録
な
ど
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
掲
載
し
て

い
ま
す
。

○
学
校
再
編
検
討
会
議
と
は

　
学
識
経
験
者
、
保
護
者
、
地
域
、
学

校
の
代
表
者
が
、
学
校
再
編
に
つ
い
て

協
議
し
、
市
に
意
見
を
述
べ
る
有
識
者

会
議
。

○
総
合
教
育
会
議
と
は

　
市
長
と
教
育
委
員
会
が
教
育
の
重
要

な
事
柄
に
つ
い
て
協
議
し
、
決
定
す
る

会
議
。

三
木
市
が
め
ざ
す
教
育

　
市
で
は
、
１
学
年
２
学
級
以
上
を

基
本
と
し
た
一
定
の
集
団
規
模
の
中
で
、

小
中
一
貫
に
よ
る
教
育
を
め
ざ
し
ま
す
。

　
上
級
生
が
下
級
生
を
い
た
わ
り
、

支
援
す
る
場
面
が
増
え
る
な
ど
、
多

様
な
人
と
の
ふ
れ
あ
い
の
中
で
、
社

会
性
や
人
間
性
を
育
み
ま
す
。
ま
た
、

小
・
中
学
校
の
教
職
員
に
よ
る
交
流

や
授
業
改
善
が
さ
ら
に
進
む
こ
と
で
、

生
活
規
律
の
定
着
や
学
力
向
上
が
期

待
で
き
ま
す
。
落
ち
着
い
た
学
校
生

活
の
中
で
、
子
ど
も
た
ち
が
生
き
生

き
と
学
び
、
活
躍
で
き
る
学
校
づ
く

り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
市
で
は
、
こ
れ
か
ら
の
子
ど
も
の

人
口
減
少
を
見
据
え
る
と
と
も
に
、

変
化
の
激
し
い
社
会
の
中
に
あ
っ
て

も
前
向
き
に
、
自
分
ら
し
く
生
き
抜

い
て
い
く
た
め
の
力
を
育
む
教
育
環

境
の
整
備
（
学
校
の
再
編
）
を
検
討

し
て
い
ま
す
。

■問
（市）
学
校
教
育
課

学
校
の
小
規
模
化

　
現
在
、
全
学
年
が
１
学
級
（
ク
ラ

ス
替
え
が
で
き
な
い
状
態
）
の
学
校
は
、

小
学
校
７
校
、
中
学
校
２
校
で
あ
り
、

と
り
わ
け
小
学
校
で
は
、
ひ
と
学
年

の
児
童
数
が
１０
人
を
下
回
る
学
校
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
三
木
市
の
子
ど

も
の
人
口
が
２７
年
後
に
は
半
数
以
下

に
な
る
と
い
う
国
の
予
測
も
あ
り
、

今
後
、
さ
ら
に
学
校
の
小
規
模
化
が

進
ん
で
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
小
規
模
校
は
、
き
め
細
や
か
な
個

別
の
対
応
が
し
や
す
い
こ
と
や
児

童
・
生
徒
に
と
っ
て
活
躍
の
場
面
が

多
い
こ
と
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り

ま
す
。
一
方
、
多
様
な
考
え
に
触
れ

な
が
ら
行
う
学
習
や
集
団
で
行
う
教

育
に
制
限
が
あ
る
こ
と
な
ど
の
デ
メ

リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

　
学
校
は
、
子
ど
も
た
ち
が
多
様
な

意
見
に
触
れ
、
認
め
合
い
、
協
力
し

合
い
、
切
磋
琢
磨
す
る
こ
と
を
通
じ

て
社
会
性
や
人
間
性
を
育
み
、
一
人

ひ
と
り
の
資
質
や
能
力
を
伸
ば
す
集

団
で
の
教
育
を
行
う
大
切
な
場
所
で

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

▼学校再編案のイメージ

学
校
教
育

学
校
教
育
の
こ
れ
か
ら

出典：国立社会保障・人口問題研究所

▼三木市の子ども（5～14歳）の人口予測（10学年分）
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6,410人

2,982人

2045年には
3,428人減少

(2015年比53.5%減)

平成30年度　
市立学校の児童・生徒数
　全学年２学級以上
　学年によっては１学級がある
　全学年１学級

小 学 校 全児童数（人）

三　　　樹

平　　　田

三　　　木

別　　　所

志　　　染

口　吉　川

豊　　　地

緑　が　丘

緑 が 丘 東

自 由 が 丘

自由が丘東

広　　　野

中　吉　川

東　吉　川

上　吉　川

み な ぎ 台

合　　計

332

334

313

315

66

56

54

323

433

457

286

447

81

63

36

60

3,656 

中 学 校 全生徒数（人）

三　　　木

三　木　東

別　　　所

志　　　染

星　　　陽

緑　が　丘

自 由 が 丘

吉　　　川

合　　計

359 

394 

143 

45 

43 

381 

416 

136 

1,917 

ホームページは
こちら

学校Ｃ

学校Ａ

学校の統廃合施設一体型
小中一貫校

施設一体型
義務教育学校

2 校以上の学
校を統合して
ひとつの学校
にする　　　

前期課程（小）
後期課程（中）

(9 年間 )

 中学校
 (3年間)

 小学校
 (6年間)

学校Ｂ


